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形成には母親の働きかけが大きな役割をなしている。す　　　1．・回答回収について　…　 …

なわち，母親の働きかけが望ましいものであれば，その　　　調査票配布103か所の保健所のうち，78か所（75，7％）

幼児の健康・安全行動は順調に育つ。　　　　　　　　　より回答がありポ東京都4εが所・横浜市1fが所・川崎市

凱、堺の健囎騨麹て健鞭雅指導1誘聾爆
8蝉即他の市11か所となっている・

鱒置を占めて概鯉れ嚇雛1鱗喚鱗、 藩，％躰的健康。生活習慣についτの畦〕1
や保健指導が母親あ養育の支援に有益なおの1どなぢてい　　”畠今回ξりあげた基本的健康・生活習慣ほ，手洗い・外

るこどが望まし瞳磯繊號夢蹄蜘糊飾がい・歯磨き・排泄噂≧嘩騨轡
動形成に対する母親の働きかけにうい七，ご保健指導の現“、じび食事に関することであるご ・　　 　「祷

場雛如解聴拠ゆ砂を知る∫姻こより冷後礁〉手洗嘆ついて膿1’に示したよ・うに議歳恥醇

卿脚9聯欝働殖を騨す肇ぐ撫緬ξ旨鮎鮒開始の至醗期で軽砒騰郵てい蓼ζ
考熱蓼撰畔お咳る嘩糟9饗を調べ癬駕、ミ…聴騨多い臨その具体鵬方灘関し即指導は

お・騨綱こ住む卿購・幹行動跡遡 、少幅特に・ 母親がモデノレ1どして確確いるこゆ

をおいてめりず都市の裸健所において調養を実施した。・ r憲義が的確に指導さ範る必要がありヨそめ点が不足して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いるように思われる結果である。同様のことがレ外出後

　∬　対象及び方法　　　　　　　　　　　　　　のうがいに関しても転・癒る冨う・カ§いの効果については議
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　論は分かれるであろうが，．表2にみられるように全体の

　東京都1て区部・市部）』 ・横浜市，川崎市友び神奈川県藝　ヱ割がうがいについての指導を実施しており，う炉い奪

爾市部の保健所を対象に，講査票を郵送により配布・回o訳通じて清潔の習慣爾自立と悪識の確立を図るこどに有華

収レ麺◎送付飼所は，・東京都q8か所3構浜市恥か所駐川ミ斗であ否すとは否定できないδ諒芝．＞〆r　、気　葺　1
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遡鯉ま一艦神健慶 弊習揮に つ堺鱗翫．、婦騨つい璽興輝嘆罪響霧鰹拠｝碓
i騨目）・ゆ鹸麓幌病抽こつゆ騨く4， ．Fi果碑われる・さて』歯幽r3いて2指導磐辮表
項自）， ・6事故防止’・安全教宵につじ・ての指導（41項自1， 3・に示した。その指導の主なも爾1ま輿磨きり習慣づけの

6指導教材にぢレ～ぞ貰1項目）1あ計20項目かち破ぢて岩斗奪権謙であるが，それは三歳兜健診以前に競に指導されて

須験隆．

（玉川大学）

．雄咳 山、 1下・r 朋　壬》

　　　（お茶の水女子大学）

一61一



表1　手洗いのついての指導

日本総合愛育研究所紀要　　　第20桀

総　　数 東　　京 横　　浜 川　　崎 他の市

指導内容

指導あ　り

三歳はしつけ開始時期

母親の手本
子に手洗いの大切さを教示

そ　　の　　他

66（84，6）

5（83．3）

0（75．8）

8（42．4）

（12．1）

45（93，7）

5（77，8）

3（73．3）

7（37．8）

（15．6）

9（81，8）

（77．8）

（88．9）

（33．3）

（1L1）

3（37．5）

320

9（81．8）

（77．8）

（66．7）

（66．7）

（一）

特に指導なし 12（15．4） 3（6．3） 2（18．2） 5（62，5） 2（18．2）

衷 2　外出後のうがいについての指導

総　　数 東　　京 横　　浜 川　　崎 他の市

指導内容

指導、あ　り

　必ず習慣づけをする

　冬期カゼ流行時

　母親の手本
　そ　　の　　他

57（73．1）

0（70．2）

5（26．3）

6（63．2）

（8．8）

38（79，2）

7（71，1）

1（28．9）

4（63．2）

（10．5）

9（81．8）

（88．9）

（22．2）

（66．7）

（11．1）

2（25．0）

0
02

　8（72，7）

　5（62．5）

2（25．0〉

4（50．0）

・0（i）

特に指導なし 21（26．9） 10（20．8） 2（18．2） 6（75．0） 3（27．3）

表3　歯磨きについての指導

総　　数 東　　京 横　　浜 川　　崎 他の市

指導内

容

指導あ　り

習慣づけの確認

母などと一緒に行う

磨き残しの確認

毎公後歯磨きをする

そ　　の　　他

78（100．0）

4（43．6）

5（70．5）

5（70，5）

4（56．4）

2（15．4）

48（100．0）

2（45．8）

3（68．8）

5（72．9）

7（56．3）

（16，7）

11（100．0）

（18．2）

1（10．0）

0（90．9）

（63．6）

　（9．1）

．8（100．0）

5（62．5）

6（75．0）

3（37，5）

4（50．0）

　0　（一）

11（100．0）

（45．5）

（45，5〉

7（63．6）

（54．5）

’3（27．3）

特に指導なし 0　（一） 0　（一） 0　（一） 0　（一〉 0　、（7）

表4r洗面・手洗いの設備にっいての指導

総　　数 東　　京 横　　浜 川　 崎 他の市

指導・内

容

指導あり．

踏台を置くように

歯刷子・コヅプを子どものとれる高さに

タオルを子どものとれる高さに

そ　　の　　他

56（7L8〉

1（73．2）

3（58．9）

9（51．8）

（5．4）

35（72．9）

4（68，6）

6（45．7）

5（42．9）

（8．6）

10（90．9〉

　7（70．0）

8（80．0）

6（60．0）

0（一）．

5（62．5）

（100．0）

（100．0）

（80．0）

、、（一）

6（54．5）

（83．3）

（66．7）

（66．7）

（一）

特に指導なし 22（28．2） 13（27．1） 1（9．1） 3（37．5） 5（45．5）
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高野他・：乳幼県Φ健原管理年開，すう研究

表5　排泄の自立にっいての指導
》

、 チc 》い； 1｝ト　　し㍗マ

』16い’…一、　　　　　　　　』、1　　　　一一よ 総　　数 東 京 横　　浜 川　　崎 他の市

、壕．い1～

1

導一

い＝

叉ε指’1導1あuり1i 　 b　
＼ム ・一ll　縛・ 1

　　濡し 暦魯をはきがえ都渇匝 ンヒ

　槻則正賦鞭姻慣ノ記…（ε．ご／

　排泄の後殆末1：：μ 馬ノリい（「『・療

　夜房芝時めじつ・け㌧方｛ 　）　　）　／　（㌧弓

　疲目を鍵え噂せ宅（トイ）レペ行 く（』・

　そ　　の　　他

1’73（93ゴ6）ド㌃・47（97，9）

32』 431乙8）岬）・2ゴ（魂，7）

18124、 7）粕31（27．7）

1（42∫5）・1し18（3鼠3）

127（3710ンt18て3鼠3）

68ζ931・2）　ト46』（97．9）

5（β4i2）江5（31・9）

8（1工．0〉　6（12．8）

11（100．0）

、（45．5）

（36，4ジ

、（63．6）

．1ぐ36｝4）

0〈9D．9）

（45．5）　　　一

　（一）

1　『

｝、

）

4（50二〇）

1り測1
｝か一1

0 偉ミ

「α毒』

　ぞこ

31、乎』iL二

1r（100．0）

・

（鱒）

6y噛）　　　▼喧（45～5）

び・く90． 9）

12　1　（9．1）

特に指導なし 5（6．4） 1（2，1） 0　（一）1 輯，’紬（150，iO）1跨 曳ρ1 （ナ）

　おり1 三・歳児健診においてそれをさら1年充実蓼充さiせた） て妥当望ものかを十玲年塗討レて参る遜響があ多‘と考墨

もの雌？炉鮒姫な卿拷柿れるがを郵のボら禍・．また，母子栖作用の早馳勢れ劇子守哩

保晒課施繍て1・る内容観解し右姻1嘗轡礼 タ雛 をして子どもを就墾噸翻？、構糊舛

な嚇うである？塾調脇騨褥：書4鮒’・鹸諺りで就寝させること噸騨郷こξと
肇鞍も槻綱噸に桝鯛撃の異吻饗に、，，1，1、つ鮨導が多いこと験鯉』て韓獄％

　おける指導と同様に歯磨ぎの自立に有効でぢるといつ結　　　養事にっいては，摂取量・食事内蓉b食事技術的行動

　巣な登セに報告きれており㌢寅味あ謬る慮昏あ』るず1…’Y』あ遥竃暗導内容であり，表9論b従み彦鷺る1ま湊に傘べ

　（衛生面の生活習慣め自享にと6ては， 幼児自身が実践・し・eないときゃ偏食の際の母親の働きかけについ宅Φ鵜攣毬

触る．こ！と梱蹴環騨お卿ているζと1詮く鱒殊艦1比較砂なし・。特醸食事は鍵との髄で指導ずる必

榔雄籾・塀剛ずる傑か嘩周時梅鶏恥 要峻いにも拘らず・その指導曜る保健蛾蝦聡

場の環卿く 鱗大壁ある廼鵬みら鱗タ桑に・（、1．～1騨に関する関心が低いこ控脳弊備僻れており：・

　萄生翌慣のためあ設備についての指導は必ずしも充分に　　その知識と認識の確立がむしろ急務ではなかろうか。

　は行なわれているとはいえない。それ故，これまでに　　一般に，生活習慣や健康習慣自立に関する指導では，

　あげてきた各項目の指導が時には形式的なものに終って　幼児の発達段階に応εだ実践法をどることが指導め最重

しまう鯵性卵包している鰭を碑してし’る・
し．ド

で点聯ず”しかし・多くの項目‘磁’て・技術齪翻

，衷贈幽鰹㊥磯讐で峰。蟹誘保、，戯 弾常の概念主義的な指導が主断な㌧て、鱒向が

　健指導の項目どしては関心が高く』雷く実施されている。　　 験く，母親の働きかけ，その際の母親をはじめ家族のモ

　特≧ごヂ夜尿に関ぜる指導が主流をなじそおり評夜尿につ・一、・ヂル喜しての存在理由を強調ずる指導ほ多ぐない。この

　　　　　　　　　　　き　いての母親φ訴えが多いために訊それに市じて実施さ，れ じ指導実鰭は，現在の健診・保健資格が疾病異常（殊に，

て喝尊とが聯できる・1レ加鼻そ端導醗脳ず硫・轄児牌見iこ主力がおかれで略ため驚り・ 蠕全
」嫡砂見解嚥少て蝸、幸蜘え脚酵岬秘艀鯵覗野での騨醐離馳・や多馳幌唆さ
㌧、て壁鮒れ燃勲・

恕∫1い 勘丁 噴臆
鮪31L　「∫、、・誓・≦△いゼ ：rご

　　そめ他，比鱗的多く指導が実施されてヤ・る項目は， 衣　　　3、健康増進について

月輔爵譲・査事に醸とと者，’表・6乏 τ・1 ・書ビ「』㌧健康増進に関する指導は融善導蜜不軟の項目で

　示ザような結果となちせも這るる特に，＝てのなかで，r就寝」よ窃り」全体の実施は96，2％にも蓮しセいる歩その内容は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　種々の項目にわたっており，表11に示したような結果とについては，都会生活の多様化のなかで，指導の困難さ

が浮き彫にされている結果であり，幼児だけに早寝早起

を強要するのではなく，家族の生活のなかで就寝時間を

工夫するように指導している保健所が多い。．しかし，こ

の指導は夜型の都会生活パターンを幼児の生活にも適応

させることにもなりかねなく，幼児の奥の健康管理とし

なっている。主な指導項目は，運動遊ぴであるが，外気

浴・日光浴など皆中心とした皮膚の鍛練Φ範曜に入れる

ことができる内容は必ずしも多くはない。また，栄養に

ついては，健康増進とは別個の独立した項目として扱わ

れており，栄養士が職種として存在している関係上，そ
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衷6　衣服の着脱についての指導

　指導あり
　　独りで暫脱させる
痴独りで着脱する意欲

導
　　衣類の形の選択
内

・容 蕃タン。ひも結びの練習

　　そ』・の　他

特 に指導 なし

総　 数

75（96．2）

53（70．7）

62（82，7）．

56（74．7）

43（57．3）

2（2．7）

3（3．8）

東　京
47（97，9）

33（70．2）

39（83．0）

34（72，3）

23（48．9）

3（6．4）

1（2．1）

横　浜 川　崎
11（100．0）

9（81．8）

10　（90．9）

8　（72．7）

10　（90．9）

0　（一）

二 0　（一）

他の市

7（87．5）10（9α9）

2（28．6） 　9（90．0）

4（57・1）　9（90・、0）

5（71・4）19（90ρ）

3（42．9）　、　　7（70．0）

0（一）　0（一）
1（12，5）　 　　1（　9．1）

表了　就寝についての指導

指導あり
　　寝間着麟え斧．

捲早』 碑起
導解時の子守唄・郷
　　TVlを見う時問、
内
　　昼　 　　寝
容．家族の生活実態と児の就寝7

　　そ”の　他

特に指導な し

総、数
76（97．4）

13（17．1）

52（68，4）

41（53．9）

・34（4生7）

19 （25．0）

、66（86．8）

6（7．9）

2（2．6）

東　京 横　浜
4ウ（97．9）

1d（21．3）

34（72．3）

28（59．6）

19（40．4）

10（2L 3）

42（89，4）

4倍5）

1（2．1）

川 崎 他の市
・11 （100，0）　7（87．5）　11（100．0）

2、（1＆2） ・r

乙）1⑳
10（9α9） 2（2a6 0（5生5）

8（7a7） 1d孔3）4、（卸
8 く72・ 7） 0（一）　7・（63・Φ

5（45．5）　0（一）　4（3614）

9（81．8）　 5（71．4）　・10 （90．9）

0（‘）2（28．6）・』o』 1■）

0　（一） 1（12．5） o 『》 乙〉

も

表8餌のしっ擁つ岡の瘤

指導あり
　　融．遊びと鋤量

指　食箏中のTV中止

導　・箸ドズプーンの持ち方

内　ダラダラ食べないように

容　　準備。後片付けの手伝勢．．

　　そ　の　他

Fぐ　　　乙）

特， 多こ、指導な．し

総　 数

75 （96．2）

66（88，0）

52（69．3）

23（30．7）

58（亨7，3）

30（40．0）

5 （6．7）

3（38）

東　 京

48 （100・Q）

411（8翫4）

34　 （70，8）

14　　（29． 2）

35（72，9〉

19　（39．6）

4（ββ）

0　（一〉

横　漂
11 （1dα0）

10　（90．9）

8　（72．7）

5（45．・5）

10（90．◎）

4（3弓・4）

0　（τ）

0　（一）

川　崎、他の市』
6（75．0）

5（83．3）

3（．50，0）

0（（一）

5（83，3）

2（即）

0 （一）』

2（25．0）

10（90．9）

乳0（10α0）

7（70．0）

4（40．0）

8（80．O）

5（50．0）

』1（1Q．0）

1（9．1）
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高野他ご乳幼児の健康菅理に蘭サる研究

表9　食生活の改善についての指導

　　轡1）騨〒、？い三、（奪稗騨あ㍗
N、

昏・

・、、、　　　　・メメ
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表12遊びについての指導

目本総合愛育研窄所紀要　　　第20桀

指導一あり』

　　TVを見る時間
指　・戸外遊びめ増加

　 親子一緒の運動

導三歳児に絢る醐の醸

内　集団遊ぴ
　　汚れることを気にしない

容地域の施設の利用

　　そ の　他

特に指導 なし

総　数
75（96．2）

45（60．0〉

7σ（93．3）

43（57．3）

65（86，7）

65（86．7）

44（58．7）

41（54．7）

4（5．3）

3 （3．8）

東　京
47（97．9）

27（57．4）

42（89．4）

26（ 55，3）

42（89．4）

40（85．1）

26（55．3）

33（70．2）

’2（4．3）

1（2，1）

横　浜
11（100．0）

9（8L8）

11（100．0）

10　（90．9）

10　（90．9）

11（100．0）

9（8L8）

4（36．4）

0（一）

0　（一）

川　崎
6（75，0）

2（33，3）

6（100，0）

2（33，3）

3（50．0）

5（83．3）

2（33，3）

0　（一）

1（16．7）

2（25．0）

他の市
11（100．0）

7（63．6）

11（100．0）

5（45．5）

10　（90，9）

9（81．8）

7　（63』6）

4（36．4）

1（9．1）

．0　（一）

毒13遊び相手としての母親の態度の指導

措導あ り

　　集中的に遊び相手になる
指
　 子どものしだいことをさせる
導
　　危険。乱暴を容認
内
　　童心にかえる
容’
　　そ　の　他

特に書旨1 なし

総　数
75（96．2）

54（7210）

15（20．0）

39（52．0）

33（44．0）

5（6．7）

3（＄．8）

東　京
47、（9乳9）
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ユ（211）
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1　（9．1）
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1　（9．1）
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lII　崎 他の市
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3（5α0）『

1（16．7）
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1（16．7）
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11（100，0）
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2（18，2）

5（4野・5）

4（36．4）

0（一）

0（一）

知4疾廊ついてあ指導

総 数 東・京 横　　浜 川　 葡 他の市

指

導

指．導あ　り、

　心因性疾患との関連

　予　防　接　種　

　　三歳児の好発疾患について

　疾病予防における親の役割

1医療機関の利用

　　応　急　処

の一他
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9（52．7）

1』 41．9）
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表18　3歳児のしつけと母の態度についての指導

指導・あ　り

　　繰返し教えること

指　やる気を惹起する

導　　母親などが手本

内　言語による指導

容　　寛容な受入れ必要

　　ほめ方， 叱り方

特に指導なし

総　　教 東　　京

76（97．4）　　47（97，9）

43（56．6）

55（72，4）

59（77．6）

31（40，8）

33（43．4）

61（80，3）

2（2．6）

26（55．3）

31（66．0）

36 （76．6）

17（36．2）

19（40．4）

39（83．0）

1（2．1）

横　　浜

11（100．0）

6（54．5）

10　（90．9）

10　（90．9）

7（63，6）

6（54．5）

10　（90．9）

0　（一）

川　　崎

10（87，5）

3（30．0）

7（70，0）

3（30， 0）

2（20，0）

2（20，0）

3（30．0）

1（12．5）

他の市
11（100．0）

8（72．7）

7（63．6）

10　（90．9）

5（45．5）

6（54，5）

9（81．8）

0　（一）

表19　指導時の教材等にっいて

総　　数 東　　京 横　　浜 川　　崎 他の市

使用す　る 75（96．2） 47（97．9） 11（100．0） 6（75．0） 11（100．0〉

パンフレット・本1 64（85．3） 40（85，1） 11（100，0） 5（83．3）” 8（72．7）

使
』ズラ イド・OHP 41（54．7） 一33（70．2） 6（54，5） 1（16．7） 1　（9．1〉

映画・ビデオ 5（6．7） 5（10．6） 0　（一） 0　（一） 0　（一 ）

実技・1実演 12（16．0） 7（14．9） 3（27．3） 1（ 16．7） 1　（9，1）

用
講 1演　会 2 （2．7） 1（2．1） 1　（9．1） 0　（一） 0　（一）

個’別指導 68（90．7） 42（89．4） 10（90．9） 6（100．0） 9（81．8）
材

母親相互のグループ学習’ 8（10，7） 5（10．6） 1　（9．1） 1（16．7） 1　（9．1）

料
才一ト。テープ，オートスライド 2 （2．7） 2（4．3） 0　（一） 0　（一） 0　（一）

掛け図・パネルー 27（36．0） 15（31．9） 6（54．5） 2（33．3） 4（36．4）

そrの　　他 8（10』7） 4（8，5） 1　（9．1） 2（33．3） 1　（9．1）

使　用　せ　ず 3（3．8） 1（2．1） 0　（一） 2（25．0） 0　（一）

の領域として考えられていることがわかる。

　一方，遊び14ついての指導では，戸外遊び。集団遊び

を主とレた内容に苓っており，親子が一緒に運動すると

か母親の態度については指導が余りなされていない。そ

の結果は表12，衷13に示した。保健所における指導では

健康増進は疾病予防という概念から実施される傾向にあ

ることは当然のことと考えられるが，三歳児1こおける遊

びのもつ意識は，単に健康増進（狭義） に限定されたも

のではなく，広く健全育成という視点で有益なものであ

るこξを認識したう孝で指導すべきでうる。・

　そり探病予防1こついては・全般1弓多くの内容を指導し

ててはいるが，’ のなかでも予防接種が指導の取重点に

ならていることが表i4の結果からも理解できる。母子関

係という視点からみた場合，心固性疾患の予防をはじめ

として，母親の役割に関する指導は比較的少なく，直接

身体の健康陣害をもたらす疾患にっいての指導が多くな

ってしまう。

　4，事故防止・安全教育について

　幼児期の死因では，不慮の事故及び有害作用が第一位
　　　　9》
殖壁おり・瓢防止や安全鵜燗する指導の必要
性は非常に高いものになっている。しかし，安全に関す

るしつけの指導の実態は，表15に示すように12．8％の保

健所で実施しておらず、さらに，事故防止にづいての指

導は表16にみられるように17．9％で実施されていない。

　さて，安全に関するしっけの指導では，「安全行動は

親が場面に応じてしつける」ように指導する保健所が最

も多いが，他は表15にみられるような実態である。場面

に応じてしつける方法は直接具体的な方法を提示して指

導しているわけではないと思われる。一方，事故防止に

ついては，危険個所の点検修理について指導するところ
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高野他：乳幼児の健康管理に関する研究

が約8割であるが，その他は表16に示したように余り多

くは実施していない。これも具体性に欠ける指導が中心

であり，「管理」を重んだ指導内容といえよう。

　交通安全に関する指導は，保健所のみの指導では効果

は挙がらず，地域社会において各機関・組織をはじめと

する総合的な指導が実践される必要があろうが，保健所

では，表17にみられるように，実施率は他の指導項目に

比較して最も低い。半数以上の保健所が指導内容として

とりあげているのは，「信号機や横断歩道の設置されて

いる道路での横断をする」一項目である。まして，pos－

sitiveな安全指導は殆んどなされていない。

　以上のように，保健所における3歳児を対象とした）

健康安全行動形成のための母親指導の実態を調査したが，

全般的にいって，母親側からだけの養育技術の指導が中

心になっている傾向がみられ，母子相互作用という視点

からの指導は極めて少ない。

　都市の母親は，育児相談や育児情報源としての保健所
を余り活用しているとはいうない報害繍られる。しか

し，適切な情報サービスや地域レベルでの母親教育とと

もに，その内容の充実を図ることによって，母親や社会

のneedsも高まることが考えられる。そこで，単に技

術面だけの指導にこだわることなく，よりよい母子関係

を基礎としたうえでの指導，すなわち，母子相互作用の

面からの指導の実践が充実されるべきであろうと思われ

る。この点を保健所の指導に導入していくためには，保

健担当職員が母子相互作用についての正しい認識をもつ

とともに，心理関係の知識』発達に関する知識・社会資

源の活用に関する認識・健全育成の意義についての認識

が必要となろうと思われる。さらに，重要なことには母

親に関する情報の収集が適切でなければならぬことにな

　る。この点は理解されているが，実践が困難な場合が多

　いことも想像はできる。

　実際の指導の効果をあげるためには教材の活用も重要、

なこと蛋となる。衷19は指導時の教材について示した結果

　さある。バンフレット。印刷物を配布する方法が最も多

　くとられている。その他視聴覚器械の応用も多いが，実

　技実習や実演』，母親相互のグループ学習は余り実施され

　ていない。特に，母親相互のグループ学習は母親が互い

　に情報交換の場として有効であると思われるが，その運

営には，講義・指導よりも困難性を伴うことが多く，そ

　のことによる実施頻度も少ないと考えられる。

w　結　論

幼児の健康・安全行動に重大な影響を及ぼす母親に対

して，母子相互作用という視点からの保健指導の実施状

況について，東京及びその周辺の都市における保健所の

三歳児健診の際の指導について調査検討をした。

　地域によって多少の差は認めうれるものの，健康増進

（主として疾病予防）や食事についてはよくなされてい

るが，一般的な概念形成や技術指導が主であり，母子相

互作用面からのアプローチは余りなされていない。まし

て， 事故防止・安全についてはほとんど指導されておら』

ず，今後の大きな課題であると思われる。

　本研究に，ご協力いただきました保健所の職員各位に

深く感謝いたします。
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